
翻
先
に
著
者
は
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
華
岡
青
洲
（
三
代
目
随
賢
、
以
下
単
に
青
洲
）
在
世
時
代
の
華
岡
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
和
歌
山
県
那
賀
町

誌
の
地
蔵
寺
の
二
冊
の
過
去
帳
を
調
査
し
て
、
従
来
不
詳
と
さ
れ
た
華
岡
家
の
多
数
の
人
物
の
法
名
、
残
年
、
続
柄
を
閏
明
に
し
、
さ
ら
に
は

雑
（
１
）
（
２
）

雲
青
洲
に
手
術
を
受
け
た
乳
癌
患
者
三
名
の
法
名
と
残
年
月
日
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
。
就
中
青
洲
の
三
女
は
青
洲
研
究
の
バ
イ
ブ
ル
と
さ
れ

（
３
）

搾
る
。
呉
秀
三
の
著
聿
日
に
「
黒
江
町
ノ
漆
器
家
川
端
六
右
衛
門
稠
宜
二
嫁
シ
」
と
の
み
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
の
研
究
を
も
参
照
し
て
上
梓

（
４
）

日
さ
れ
た
森
慶
三
ら
の
編
集
に
な
る
著
書
に
は
、
三
女
の
名
は
不
詳
で
「
黒
江
川
端
六
右
衛
門
稠
宜
に
嫁
ス
」
と
記
述
さ
れ
て
い
た
が
、
右
の

過
去
帳
に
よ
っ
て
、
そ
の
名
「
於
栄
」
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

（
５
）
（
６
）

呉
や
森
ら
の
両
書
に
は
青
洲
の
妹
で
二
代
青
洲
の
四
女
が
「
黒
江
柳
川
家
に
嫁
ス
」
と
全
く
同
じ
記
述
が
あ
る
。
右
に
述
べ
た
青
洲
の
子

女
に
し
て
も
、
同
胞
に
し
て
も
和
歌
山
県
の
「
黒
江
」
に
嫁
い
で
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
詳
細
に
研
究
す
る
た
め
和
歌
山
県
海
南
市
に
お

い
て
、
同
市
市
史
編
纂
委
員
の
田
岡
健
二
氏
の
御
協
力
を
得
て
実
地
に
調
査
し
て
従
来
の
説
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
興
味
あ
る
知
見

第46巻第1号(2000)卿
を
得
た
の
で
報
告
す
る
。

一
、
は
じ
め
に

華
岡
青
洲
の
系
譜
的
研
究

ｌ
和
歌
山
県
海
南
市
の
川
端
家
、
柳
川
家
の
調
査
か
ら
Ｉ

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
六
巻
第
一
号

平
成
十
二
年
三
月
二
十
日
発
行松

木
明
知

平
成
十
一
年
一
月
六
日
受
付

平
成
十
一
年
九
月
十
八
日
受
理
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平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
の
九
月
と
十
一
月
の
二
回
に
わ
た
り
、
著
者
は
海
南
市
黒
江
に
川
端
家
を
訪
れ
、
同
家
の
御
厚
意
に
よ
り
同
家
に

保
存
さ
れ
て
い
る
法
名
帳
、
法
事
帳
を
調
査
し
た
。

経
本
様
の
「
法
名
帳
」
の
表
に
は
法
名
と
年
月
日
、
そ
の
裏
に
は
俗
名
、
年
齢
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
法
名
帳
の
冒
頭
に
は
寛
永
一
七
年

（
一
六
四
○
）
二
月
二
日
に
残
し
た
「
釈
浄
光
院
賢
秀
」
が
披
見
さ
れ
る
が
、
俗
名
、
続
柄
の
記
述
は
な
く
、
川
端
家
の
先
祖
で
あ
る
か
否

か
が
定
か
で
な
い
。
し
か
し
冒
頭
に
記
さ
れ
て
お
り
、
法
名
中
遡
源
可
能
な
最
古
の
残
年
の
人
物
で
あ
る
。
法
名
帳
に
は
約
六
○
人
の
人
物

が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
最
初
の
二
○
人
ほ
ど
に
つ
い
て
は
単
に
法
名
と
残
年
月
日
、
俗
名
の
み
の
記
述
で
あ
る
た
め
、
誰
が
初
代
、
二
代
、

三
代
な
ど
で
あ
る
か
、
各
々
の
人
物
の
関
係
を
特
定
出
来
な
い
。
こ
の
た
め
法
名
帳
の
記
述
を
考
慮
し
、
か
つ
川
端
家
に
伝
え
ら
れ
て
い
る

雑
記
帳
を
参
照
し
て
現
当
主
の
正
勲
氏
か
ら
逆
行
し
て
代
々
を
記
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

ど
は
全
く
不
明
で
あ
る
。

（
敬
称
略
）

正
動
小
（
’

六
左
衛
門
）

法
名
帳
中
注
目
す
べ
き
は
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
に
残
し
た
「
於
栄
」
で
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

一、

表 止
勲
（
ま
さ
の
り
）
ｌ
敏
嗣
（
と
し
つ
ぐ
）
ｌ
忠
次
郎
ｌ
浅
松
ｌ
元
清
（
も
と
き
よ
、
六
左
衛
門
、
清
左
衛
門
と
も
称
す
）
ｌ
元
直
（
も
と
な
お
、

生
衛
門
）
ｌ
元
宜
（
も
と
の
ぶ
、
六
左
衛
門
）
ｌ
元
稠
（
も
と
し
げ
、
六
左
衛
門
）
ｌ
善
時
（
よ
し
と
き
、
六
左
衛
門
）
ｌ
法
順

つ
ま
り
法
順
は
現
当
主
の
正
勲
氏
の
九
世
の
祖
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
前
述
し
た
「
釈
浄
光
院
賢
秀
」
と
の
関
係
や
両
者
間
の
代
数
な

釈
常
照
院
妙
浄

天
保
五
年
午
五
月
廿
七
日

二
、
華
岡
青
洲
と
海
南
市
の
川
端
家
の
系
譜
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行
年
廿
九
歳
（
写
真
１
）

那
賀
町
地
蔵
寺
の
過
去
帳
の
「
華
岡
随
賢
」
の
条
に
川
端
家
に
嫁
し
た
「
於
栄
」
の
法
名
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。
残
年
月
日
は
全
く
同
じ

で
あ
る
が
、
法
名
は
「
釈
常
昭
院
妙
浄
」
と
あ
る
。
「
照
」
で
な
く
「
昭
」
と
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
川
端
家
の
法
名
帳
の
「
照
」
を
正
と

す
べ
き
で
あ
る
。
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
で
二
八
歳
で
あ
る
か
ら
「
於
栄
」
は
文
化
三
年
（
一
八
○
六
）
生
ま
れ
で
あ
る
。
こ
の
記
述
に
よ

っ
て
、
「
於
栄
」
は
従
来
「
黒
江
川
端
家
に
嫁
ス
」
と
の
み
記
さ
れ
て
い
た
人
物
で
あ
る
が
、
川
端
家
側
の
史
料
に
よ
っ
て
も
青
洲
の
娘
で
あ

る
こ
と
が
立
証
さ
れ
た
。
夫
の
「
元
宜
」
は
法
名
帳
に
よ
れ

迄
霞
嬢
蕊
｛
・
声

群
宇

‐
‐
餌
や
騨
韓
錐
ご

￥
￥
簿
ゞ

鯵
混
叫
驚
露

。
、
‐
‐
癖
》
領

（
裏
）

名
手
平
山
華
岡
随
賢
娘

元
宜
妻
於
栄
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（
４
）

森
慶
三
の
著
に
は
胄
洲
の
三
女
に
つ
い
て
、
「
女
（
黒
江
川
端
六
右
衛
門
稠
宜
に
嫁
す
）
」
と
あ
る
が
、
川
端
家
に
は
「
六
右
衛
門
」
を
称
す
る

人
物
は
一
人
も
お
ら
ず
、
こ
れ
は
「
六
左
衛
門
」
の
誤
り
で
あ
る
。
ま
た
「
稠
宜
」
な
る
人
物
も
い
な
い
。
こ
れ
は
七
世
の
祖
「
元
稠
」
の

「
稠
」
と
、
六
世
の
祖
「
元
宜
」
の
「
宜
」
を
合
わ
せ
て
作
っ
た
名
前
と
思
わ
れ
、
も
ち
ろ
ん
誤
り
で
あ
る
。
こ
の
誤
っ
た
情
報
が
す
で
に

（
７
）

青
洲
在
世
中
に
華
岡
家
に
伝
え
ら
れ
、
仁
井
田
好
古
の
撰
に
な
る
「
青
洲
先
生
墓
誌
銘
」
に
「
次
女
二
適
干
川
端
稠
宜
・
」
と
刻
さ
れ
る
に
至

（
４
）

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
森
ら
も
こ
れ
に
従
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
右
墓
碑
銘
中
に
「
於
栄
」
を
「
次
女
」
と
し
て
い
る
の
も
誤
り

で
、
三
女
が
正
し
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
青
洲
の
三
女
「
於
栄
」
が
嫁
し
た
の
は
「
元
宜
」
で
あ
る
。

な
お
川
端
家
に
は
、
祖
先
た
ち
の
法
事
帳
が
極
め
て
良
い
状
態
で
保
存
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
於
栄
の
法
事
帳
（
写
真
３
）
も
「
常
照
院

I

奄
″
唇
吟
一
：
錦
鯉
準

一
塚
》
一
夢
〃
領

議
方

〆
延
《
塗
久〃

ん
ｊ
鋤
却

↑
奄
樋
．

織
鐵
》
鎚
鐸

騨灘
,i蝿､小

珊
弔藍

』鴬

麹
を

"…需転_:差餐一“》辱蓉驚鎚溌
凝.｡~癖鍛､§:麹“”

咄*

写真2元宜の娘で、左側は「お賢｣、右側は「お

の婦」

し
た
時
期
は
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
頃
と
推
察
さ
れ
る
。
つ

ま
り
元
宜
が
三
○
歳
、
於
栄
が
一
七
歳
の
時
で
あ
っ
た
と
し

て
も
事
実
と
懸
隔
す
る
こ
と
甚
だ
し
く
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

次
子
は
長
男
の
「
元
直
」
で
正
勲
氏
の
五
世
の
祖
で
あ
り
、

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
一
月
一
八
日
（
一
八
七
四
）
に
数
え

年
の
五
○
歳
で
残
し
た
。
法
名
は
「
芳
蓮
院
釈
了
恵
」
で
あ

る
。
文
政
八
年
二
八
二
五
）
の
生
ま
れ
で
あ
る
。
第
三
子
は

「
お
の
婦
」
で
、
法
名
帳
に
は
「
元
宜
娘
お
の
婦
行
年

三
歳
天
保
三
年
辰
八
月
廿
五
釈
尼
妙
香
」
と
あ
る
（
写
真
２

の
右
側
）
。
天
保
元
年
（
一
八
三
○
）
の
生
ま
れ
で
あ
る
。
第
四

子
は
「
も
と
」
で
三
女
で
あ
る
。
こ
の
「
も
と
」
が
同
じ
く

黒
江
柳
川
家
に
嫁
し
た
と
い
う
。
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妙
浄
葬
式
扣
」
の
中
に
一
冊
に
纏
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
の
五
○
回
忌
ま
で
法
要
が
行
わ
れ
た
こ
と
が

知
ら
れ
、
法
要
の
度
毎
に
平
山
の
華
岡
家
側
か
ら
沢
山
の
香
花
が
届
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
（
写
真
３
，
４
）

捌
削
§
＃
１
Ｖ
１
１
１
！
‐
・
’
１
１
；
函
！
；
紗
“
可
可
ｌ
ゞ
．
、
戎
＃
驚
瘤
鷺
潮
鍋
。
．
鴬
釧
劉

畢
呼
０

蕊蕊灘議警慈‘糠"”“＊‘：¥

ｐ
ｆ
ｒ
ｆ
４

〆
蓉
崔
蜂
溌
鰯
蕊
騨

、
鰯
酔
ｆ

轡

，
、
ゞ
●
．
坤
．
・
・
抑
‐
．
．
域
ｗ
”
窪
一
・
《
々
瀝
診
埼
今
、
“

揖
今
衆
人
簡
燕
、
揃
鼻
＃
大
父

畷
聯
風
随
溌
皇
繩
ゞ

六
膠
鰭
門
允
種
溺
少

鷺
？

が
判
刈
’

零や義一一一一

写真4（裏表紙）写真3（表紙）

｢於栄｣(常照院妙浄）の「葬式扣」の表紙と裏表紙。この中に法要の準備
が綴じ込まれている。
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海
南
市
黒
江
の
柳
川
家
も
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
旧
家
で
あ
り
、
天
保
年
間
に
建
築
さ
れ
た
家
屋
は
、
昭
和
四
三
年
（
一
九
六
八
）
に
文
化

庁
か
ら
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
先
祖
代
々
の
記
録
も
保
存
さ
れ
て
い
る
。
住
宅
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
際
、
同
家
の
系

（
８
）
（
５
）
（
６
）

譜
に
つ
い
て
も
調
査
さ
れ
、
公
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
系
図
を
通
覧
し
て
も
呉
秀
三
や
森
慶
三
の
記
す
よ
う
な
人
物
は
披
見
さ
れ
な
い
。
し

か
し
六
代
平
兵
衛
の
信
太
郎
（
一
八
三
三
～
一
八
九
五
）
の
妻
は
「
も
と
」
二
八
三
三
～
一
九
二
）
で
、
同
じ
く
「
黒
江
」
の
「
川
端
六
左
衛

門
稠
宜
方
よ
り
」
嫁
し
て
き
た
と
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
「
川
端
六
左
衛
門
稠
宜
」
と
い
う
人
物
は
お
ら
ず
、
こ
れ
は
全
く
の
誤
っ
て
伝

（
↑
③
）
（
４
）

え
ら
れ
た
も
の
で
、
「
も
と
」
は
「
元
宜
」
の
末
娘
で
あ
る
。
こ
れ
が
前
述
し
た
よ
う
に
誤
っ
て
華
岡
家
に
も
伝
え
ら
れ
、
呉
や
森
ら
の
著
書

に
誤
っ
た
記
述
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
川
端
家
か
ら
は
誤
っ
た
情
報
が
出
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
柳
川
家
か
ら
こ

の
誤
っ
た
情
報
が
出
た
可
能
性
が
高
い
。
柳
川
家
の
記
録
で
は
柳
川
家
の
七
代
平
兵
衛
の
和
一
郎
（
一
八
五
三
～
一
八
七
九
）
の
妻
は
楠
乃
（
一

八
五
五
～
？
）
と
称
し
、
和
歌
山
の
華
岡
随
賢
方
か
ら
嫁
し
て
き
た
と
あ
る
。
「
楠
乃
」
な
る
人
物
は
華
岡
家
の
系
譜
に
も
出
て
来
な
い
人
物

で
あ
る
。
札
幌
市
在
住
の
華
岡
青
洲
博
士
に
も
お
尋
ね
し
た
が
皆
目
不
明
で
あ
る
と
い
う
。

田
岡
氏
の
御
協
力
を
得
て
、
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
明
治
五
年
（
一
八
七
三
の
所
謂
「
壬
申
」
の
柳
川
家
の
戸
籍
中
に
「
池
田
く
す
の
」
の

名
が
披
見
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
柳
川
家
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
「
楠
乃
」
が
華
岡
家
か
ら
嫁
し
て
き
た
と
い
う
記
述
は
誤
り
で
あ
る
。

川
端
家
の
菩
提
寺
は
海
南
市
の
浄
土
真
宗
浄
国
寺
で
あ
り
、
裏
手
の
山
の
中
腹
の
笙
域
に
あ
る
高
さ
約
六
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
川
端
家

の
墓
碑
は
、
碑
面
に
「
一
字
一
石
経
墓
」
と
あ
り
、
そ
の
裏
に
は
「
天
保
一
二
年
辛
丑
七
月
改
造
川
端
六
左
衛
門
」
と
刻
さ
れ
て
い
る
。

天
保
一
二
年
（
一
八
四
一
）
と
い
う
時
期
を
考
え
る
と
、
こ
の
「
六
左
衛
門
」
は
、
六
世
の
祖
の
「
元
宜
」
か
、
七
世
の
祖
の
「
元
稠
」
か
と

思
わ
れ
る
。
両
者
と
も
「
六
左
衛
門
」
を
名
乗
っ
て
い
る
の
で
、
い
づ
れ
と
も
決
定
出
来
か
ね
る
。
ま
た
右
以
外
の
文
を
刻
し
て
い
な
い
の

で
、
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
墓
碑
か
ら
は
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

三
、
海
南
市
柳
川
家
の
系
譜
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和
歌
山
県
海
南
市
の
川
端
家
と
柳
川
家
の
系
譜
を
実
地
に
調
査
し
て
従
来
不
明
で
あ
っ
た
次
の
二
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
二
代
随
賢
の
華

岡
青
洲
の
末
娘
は
、
従
来
の
研
究
で
、
黒
江
柳
川
家
に
嫁
し
た
と
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
、
こ
の
よ
う
な
事
実
は
な
い
・

三
代
随
賢
の
青
洲
の
三
女
の
於
栄
は
黒
江
の
川
端
六
左
衛
門
元
宜
に
嫁
し
た
が
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
五
月
二
七
日
に
喪
し
た
。
二
八

歳
で
あ
っ
た
。
於
栄
の
三
女
「
も
と
」
が
同
じ
く
黒
江
の
柳
川
家
の
六
代
目
の
信
太
郎
の
妻
と
な
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

な
お
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
系
譜
的
記
述
は
必
要
最
小
限
に
留
め
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

本
研
究
を
行
う
に
際
し
て
、
海
南
市
黒
江
の
川
端
正
勲
氏
、
同
川
端
良
子
氏
、
海
南
市
市
史
編
纂
委
員
会
の
田
岡
健
二
氏
に
深
謝
の
意
を

表
す
る
。

（
４
）
森
慶
三
、
市
原
硬
、
竹
林
Ｔ

（
５
）
文
献
（
３
）
の
一
二
○
頁

（
６
）
文
献
（
４
）
の
二
二
三
頁
、

（
２
）
松
木
明
知
「
地
蔵
寺
過
去
帳
に
よ
る
華
岡
青
洲
の
乳
癌
手
術
患
者
三
名
の
死
亡
年
月
日
」
「
日
本
医
史
学
雑
誌
』
四
四
巻
四
号
、
四
九
九
～
五

○
八
頁
、
一
九
九
八
（
平
成
十
年
）

（
３
）
呉
秀
三
「
華
岡
青
洲
先
生
及
其
外
科
』
一
○
七
頁
、
吐
鳳
堂
、
東
京
、
一
九
二
三
（
大
正
十
二
年
）

（
４
）
森
慶
三
、
市
原
硬
、
竹
林
弘
『
医
聖
華
岡
青
洲
』
二
三
○
頁
、
三
○
二
頁
、
医
聖
華
岡
青
洲
顕
彰
会
和
歌
山
市
、
一
九
五
四
（
昭
和
三
九
年
）

へ

2

…九
参
考
文
献

（
１
）
松
木
明
知
「
地
蔵
寺
過
去
帳
に
よ
る
華
岡
青
洲
の
系
譜
に
関
す
る
新
知
見
」
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
四
五
巻
一
号
、
四
五
～
七
六
頁
、
一
九
九

四
、
お
わ
り
に

（
平
成
十
一
年
）

三
○
三
頁
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の
昌
二
ご
旨
”
冒
肉
巴
冒
曽
］
Ｑ
弓

早

く

ｚ
田
昏
閏
昏
①
豆
算
｝
〕
・
胃
①
ｇ
の
①
尉
言
］
西
四
三
四
○
六
輿
の
昏
昌
ａ
ｑ
ｍ
匡
碗
寓
閏
ロ
○
円
｝
〕
四
・
①
四
号
ロ
呉
①
録
画
の
戸
口
○
ダ
ョ
８
匡
の
》

巴
津
５
匡
胴
可
用
ぐ
閂
巴
異
巨
昌
＄
ず
胃
の
ぽ
巨
圃
○
【
〔
貝
①
曽
昼
〆
囚
国
○
冨
○
風
⑳
崖
ぬ
い
＄
討
旦
弓
屋
］
四
国
号
侭
昌
ご
ｇ
胃
呂
⑦
面
四
・
日
閏
肖
，
扁
旦

両
巳
日
①
日
○
口
ｍ
三
胴
①
ご
○
ず
巨
〆
鼬
弓
四
ご
“
国
ｇ
尻
目
○
‐
①
》
頁
＄
①
昌
辱
目
尻
臼
ご
ｍ
ｐ
Ｑ
ｑ
》
三
画
穴
幽
望
胄
己
四
頁
風
①
只
昌
①

弓
○
ｏ
盲
国
辱
言
面
①
国
の
面
の
録
固
め
ず
○
吋
ご
四
国
Ｑ
附
く
閂
巴
３
面
肩
口
菌
ｇ
の
号
①
留
再
壷
○
門
目
国
・
の
四
Ｑ
黒
臼
庁
口
の
匡
崗
ぐ
①
く
９
号
①

く

ぬ
①
ロ
①
里
○
四
朋
旦
房
①
〆
凹
乏
異
国
国
の
回
国
・
号
①
時
局
一
旦
弓
朋
津
昂
屋
曽
目
、
煙
夛
国
の
閉
二
局
Ｑ
①
開
国
己
曽
〕
尉
旦
ご
○
号
註
日
曽
＄
四
局

（
７
）
文
献
（
３
）
、
八
七
頁

（
８
）
柳
川
和
一
郎
「
海
南
市

版
、
海
南
市
、
一
九
六
毛

柳
川
和
一
郎
「
海
南
市
黒
江
川
端
通
り
一
商
家
の
こ
と
ど
も
（
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
柳
川
家
住
宅
に
関
連
し
て
）
」
一
四
～
一
五
頁
、
私
家

、
海
南
市
、
一
九
六
九
（
昭
和
四
四
年
）

（
弘
前
大
学
医
学
部
麻
酔
科
）

シ
の
①
邑
困
さ
唱
８
－
聾
巨
」
吾
旦
の
四
号
巨
函
回
国
鼬
ｃ
澪
四

ｌ
守
○
冒
四
留
目
く
亀
○
富
言
【
画
言
四
宮
国
の
画
且
胃
四
目
魑
乏
画
の
呉
尻
凰
冒
ご
ｏ
ご
ｌ

●

ご
酔
宣
さ
冒
○
言
シ
弓
、
ご
尻
目



Accordingtothesurveythefollowingfactshavebeenclarified.ThenameofSeishuHanaoka's

thirddaughterwasO-eiandshemarriedRokuzaemonMotonobuKawabatainaboutl823andtheyhad

fourchildren;asonandthreedaughters.Shediedattheageof28yearsonMay27th,1834.Her

posthumousnamewasShaku-josho-in-myojo(釈常照院妙浄).

TheyoungestdaughterofRokuzaemonandO-eiwasnamedMoto.ShemarriedShintaroYanag-

awa,thesixthHeibeioftheYanagawas・InthefamilytreescrolloftheYanagawas,itreadsthatMoto

fromRokuzaemonShigenobuKawabatamarriedintotheYanagawas.ThegivennameofRokuemon

ShigenobuabovementionedisincorrectanditshouldbeRokuzaemonMotonobu.Inthescroll,itreads,

"Kusuno,thewifeoftheseventhHeibeioftheYanagawaswasfromtheHanaokas"However,this

descriptionisalsoincorrectandKusunowasfromthelkedas.

（
二
言
）
叩
［
鰕
抑
等
鰕
槌
禦
朴
忠
幽
持
、

つ
つ

ｕ
じ


